
                                                                              　　　                        R5年度 在宅医療と介護を知る宇佐市民講座アンケート結果

133人

アンケート回収数 112人

アンケート回収率 84%

【年齢】 　【性別】

【お住まい】 　【現在かかりつけ医(主治医)をおもちですか】

【どのような立場からご参加されましたか】 　【市民講座は何をご覧になって参加しましたか】

参加人数

０歳～20歳代          

3人(3%)

30歳代～40歳代

9人(8%)

50歳代～60歳代  

28人(25%)

70歳以上 

72人(64%)

市報

36人

(31%)
市役所や医療機

関等のチラシ         

 24人(20%)

当センターホームページ

5人(4%)

介護予防教室など  

23人(20%)

知人の紹介  

17人(14%)

お知らせ文書

 8人(7%)
その他 5人(4%)

男性 

28人(25%)

女性

  83人(74%)

無回答  

1人(1%)

宇佐市  

99人 

(88%)

宇佐市外  

8人(7%)

無回答   

5人(5%)

はい 

89人(79%)

いいえ  

20人(18%)

無回答   

3人(3%)

市民の一人

92人(82%)

医療従事者 

 6人(5%)

介護従事者

 5人(5%)

その他 

1人(1%) 無回答 

8人(7%)



【在宅医療を利用してみたいと思いますか】 　【ACP(人生会議という言葉を聞いた事がありますか)】

【あなたは万が一に備えてエンディングノート等を 　【「もしものときのために～私の医療と介護について～」

 作成していますか】 　　を書いてみようと思いますか】

　　　　　　　　　　　

【今後、市民講座で取り上げてほしいテーマ】

　　　　　　　　　

　

終活について  

55人(26%)

認知症について 

47人(22%)

在宅医療について      

40人(19%)福祉関係 31人(15%)

薬について 

25人(12%)

資源について  

 8人(4%)

その他 5人(2%)

思う 

53人(47%)

思わない 

6人(5%)

これから考える          

  52人(47%)

無回答 

1人(1%)
聞いたことがあった

 31人(28%)

聞いたことがなかった

 79人(70%)

無回答

 2人(2%)

作成している

10人(9%)

作成していない      

  99人(88%)

無回答 

3人(3%)

書いてみようと思う

67人(60%)書こうと思わない  

5人(5%)

分からない       

35人(31%)

無回答 5人(4%)



・終末を在宅でと考えていてもフォローしてくれる人が全くいない時には関わってくれる人を探してくれる仕組

・後期高齢者に対する話、薬が多すぎる事に対する話、歯科衛生士の話、口腔ケア、オーラルフレイル、STの

先生の舌の動きや運動について、よく噛むことについて。

・大変いい講演でした。学習しました。オカリナ、最後は気分良く楽しく帰る事が出来ます。

このままだと在宅で生活出来るか不安になります。

・以前、福祉関係を利用した事があるが、なかなか思い通りに利用できなかったりして、いざ自分が利用する仕

組みがあるのでしょうか。立場になった時に打開策が見つけにくい気がする。

ると思いますがどうなのでしょうか。自宅で終末を迎えられることは理想ですね。

・無駄な医療を断る勇気。例：延命のため胃瘻等をしない。小児が手出し金がないので単なる虫刺されや予防接

種時に鼻水の薬をもらう等は不要と思われる。

・在宅医療をもし希望したとして、現在大分県のヘルパー事業所が全国２番目の閉所数だと知り驚いています。

も大切にしたいと思います。

り向きあって、今日のお話のように明るく、きちんと話し合っておきたいと思います。

・家族のことを考えてエンディングノートを書いておきたいと思いました。在宅医療ができる体制が整うといい

なと思いました。宇佐市の在宅の現状を知りたいと思いました。

・一昨年父を病院から引き取り、父の生まれた古い自宅で手を握り亡くなりました。悲しいけど、不思議と充実

感がありました。その時のケアチームと先生には感謝しています。人は必ず亡くなるので、避けて通らずしっか

【ご意見・ご感想等】

みがあるのでしょうか。

・宮﨑先生のお話を聞いて、宮﨑先生のような先生がいてくれると心強いと思います。いろいろな事例のお話分

かりやすく良く理解出来ました。

・貴重なお話が聞けて良かったです。私は介護職員をしていますが、施設で亡くなる利用者様を看ており「家に

帰りたい」と話す方。「家では看れない」と話すご家族。元気なうちに自分の気持ちを伝えるという自分の為の

ACPを考えて行こうと思いました。もっとお話を聞きたいと思いました。

・ACPで本人の意思決定をすることや、看取り、介護、在宅医療の重要性を感じさせて下さる講演でした。

・お話が上手で大変面白かったです。時間が経つのが分からなかった。オカリナの曲夕焼け小焼け良かったです。

・今は宮﨑先生のような方に出会えたらいいなと思います。

・癌の告知について、先生は告知する事が大切な事と話をされたのですが、心が弱く聞きたくないと思う人もい

・大変良い話を聞けて良かったです。エンディングノートについては書いておきたいと思います。

・日田市にはこのような医師がいらっしゃる事が羨ましい。家族会議で色々と話をしてみます。

・とても勉強になりました。色々考えさせられる事がたくさんありました。

・在宅医療の話を初めて聞き、先生のお話に感動致しました。ご講演ありがとうございました。

・「在宅医療と介護を知る」という言葉そのものが誰にとってもとても重要だと思いました。想いを繋ぐ事を私

人間的な温かさを感じました。冷房効きすぎて寒かったです。

・いつか来る時を笑って迎えたいが、大変難しい、苦しい、つらいですね。今を楽しく生きたい。

伝えておくと良いと思いました。自分の母、主人の両親にも話しておきたい。

・良い講演でしたが、こんな会をもっと広く市民に知らせる方法を考えてほしい。その他のイベント、音楽会等

・ACPの冊子、病院外来や薬局に設置希望です。高齢化社会となり自分で人生の選択をしておくこと、主治医へ

・在宅医療の使い方、どうやって始めたら良いかを知りたいと思いました。

のPRももっとやって欲しい。PR活動不足。宇佐市にこういう在宅医療を医師が欲しい。オカリナ演奏に医師の

・宮﨑先生の講演、身近なお話大変勉強になりました。避けて通れない現状の話でした。

・良い講演でした。考えさせられるチャンスをもらい感謝です。

・先生のお話はとても良かった。引き込まれるように勉強になり、本当に身に染みて考えさせられました。話術

もとても良く、知らない在宅医療の事がよく分かりました。

・ACPの考え方を実践される医師が近くにいたらいいなと思いました。


